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研究成果の概要（和文）： 
本研究では、問題解決型の道徳授業を文献研究によって理論的に構築し、それを実際に授業

で行ってその効果を検証した上で、改善を繰り返しながら実践的研究を行った。 
先ず、問題解決型の道徳授業に関する基礎理論を文献研究によって心理学的かつ社会学的な

見地から高度かつ緻密に構築することができた。特に、ジョン・デューイとのプラグマティズ
ムやリチャード・ローティのネオ・プラグマティズムと教育理論を道徳教育理論に関連づけて
問題解決型の道徳授業を理論的に解明することができた。また、道徳授業と特別活動の連携を
図ることで、道徳的実践力を育成する教育方法を開発した。 

次に、問題解決型の道徳授業を開発・実践・省察することによって、その教育的効果と意義
を多角的に検証することができた。こうした問題解決型の道徳授業を広めるために、岐阜県を
はじめ、広島県、愛知県、東京都、栃木県などの小中学校で講演や指導訪問を行った。 

さらに、海外に出張してアメリカの人格教育の主要な指導者であるトーマス・リコーナ博士
やマチュー・デイビッドソン博士と連携・協力することで、問題解決型の道徳授業の多彩な応
用アプローチを開発・実践することができた。また、人格教育の理論と実際的方法をわが国の
道徳教育と関連づけて紹介することができた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
This research constructed theoretically the problem-solving type moral teaching 

method, and improved it through verifying the effect of this teaching method. 
At first, this research could construct highly and elaborately the base-theory 

concerning the problem-solving type moral teaching methods by the literature 
investigation from the viewpoint of psychology and sociology. Especially, I could 
illuminate theoretically the problem-solving type moral teaching related with John 
Dewey’s pragmatism and his educational theory and Rorty’s neo pragmatism and his 
educational theory. And this research developed the educational method to nurture 
moral practice ability by collaboration moral teaching and special activity.  
Secondary, this research could verify the educational effects and significances 

of the problem-solving moral teaching method by developing, practicing, and 
reflecting this method all parts of our country. I visited some elementary schools 
and junior high schools, especially, Gifu, Hiroshima, Aichi, Tokyo, and Tochigi for 
the purpose of popularizing this teaching method.  
Thirdly, this research could develop and practice the various applied approaches 

of the problem-solving type moral teaching method by collaborating with Dr. Tom 
Lickona and Dr. Matthew Davidson and teachers of American character education. And 
I could introduce the theory and practical method of character education related with 
moral education in Japan.  
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１．研究開始当初の背景 
従来の我が国の道徳授業は、国語科の授業

のように、物語文を読み取り、登場人物の心

情を読み取る形式の画一的で形式的な授業

であった。こうした道徳授業では、子どもの

思考と感情と行為が分離してしまい、子ども

の道徳的実践力を育成することができない

と考えられる。 
そこで、本研究では、ジョン・デューイと

リチャード・ローティのプラグマティズムと

教育理論を基にして道徳授業の理論を構築

する必要がある。また、アメリカの人格教育

の実践方法を参考にしながら、問題解決型の

道徳授業を具体的に開発・実践することを計

画した。 
 
 
２．研究の目的 
 問題解決型の道徳授業に関する理論を構

築すると共に、具体的な指導法を開発するこ

とを通して、我が国の道徳授業を刷新するこ

とを目的とする。 
できるだけ具体的な道徳指導法を構想し、

それを学校現場の授業で実践することを通

して検証し改良を行うことで、より効果的な

指導法を開発するようにする。 
また、アメリカの人格教育と我が国の問題

解決型の道徳授業とを比較検討することを

通して、道徳授業に関する国際共同研究を行

うことを目的とする。この日米比較研究によ

って我が国の道徳授業を国際水準まで引き

上げることを目指す。 
 
 

３．研究の方法 
 まず、文献研究を通して従来の道徳授業を

批判的に検討すると共に、国内の多様な道徳

授業の理論と方法を比較検討することで、問

題解決型の道徳授業に関する理論を独自に

構築する。特に、デューイのプラグマティズ

ムと問題解決学習およびローティのネオ・プ

ラグマティズムと啓発的教育を参考にしな

がら理論を構想する。 

また、リコーナの人格教育の理論と方法を

参考にしながら、我が国の道徳授業と適合し

た授業スタイルを具体的に構想する。 

次に、国内で実際に問題解決型の道徳授業

を開発・実践して、その効果を検証・省察す

ることで改良を加えていく。できるだけ全国

の小中学校を指導訪問して、事例検討を数多

く行う。 

第三に、渡米して実際にアメリカの人格教

育を実践している小中学校を視察して、問題

解決型の道徳授業の改良に役立てる。また、

日米の道徳授業を比較検討することで、より

効果的な道徳指導法を開発する。 

 

 

４．研究成果 

 問題解決型の道徳授業に関する基礎理論

を文献研究によって高度に構築することが

できた。その研究成果として、『道徳教育の

研究～生きる力を育む道徳指導法～』や『ロ

ーティの教育論～ネオ・プラグマティズムか

らの提言～』を刊行した。 

また、問題解決型の道徳授業の学習指導過

程を詳細に検討した。その研究成果としては、

論文「問題解決型の道徳授業の概要と理論的



背景」、「学習指導過程と具体的な授業の流

れ」、「資料分析と発問について」、「小学校下

学年における授業実践９例の紹介」、「小学校

上学年における授業実践４例の紹介」などで

公表した。 
さらに、問題解決型の道徳授業を特別活動

や生徒指導・教育相談に関連づけて検討した。

その研究成果としては、「体験からの学びを

通した道徳授業の探究」、「問題解決能力を育

成する特別活動～デューイの教育理論に基

づく特別活動のあり方～」、「教育臨床問題と

してのいじめとその対策」などがある。 

 

次に、これまでの問題解決型の道徳授業の

成果を研究大会や講演会や研修会で発表し

た。特に、岐阜県内の小中学校および広島県、

長野県、栃木県の小中学校へ指導訪問を行い、

教育委員会や地域の研究発表会で講話や講

演を行うと共に、問題解決型の道徳授業の普

及に努めた。 

特に、平成 21 年度から 22 年度にかけて広

島県安芸高田市立吉田小学校で行われた問

題解決型の道徳授業に関する総括を行い、広

島県小学校道徳教育研究会で発表した。その

研究成果は上廣倫理財団から表彰を受けた。 

全国で問題解決型の道徳授業を開発・実践

することによって、その効果と意義を多角的

に検証することができた。その研究成果とし

ては、編著書『問題解決型の道徳授業 事例

集』として刊行した。 

 

第三に、アメリカの人格教育の研究者と連

携・協力することで、問題解決型の道徳授業

の多彩なアプローチを開発・実践することが

できた。 

特に平成 20年 11月にニューヨーク大学コ

ートランド校にある第４第５Ｒ研究所のト

ーマス・リコーナ博士を訪問し、人格教育に

ついて共同研究を行った。また、アメリカで

人格教育を推進する優秀な学校としてウォ

ータールー中学校、ミラード・ホーク小学校、

モーガン・ロード小学校を訪問して教育実践

を視察した。これらの教育実践に関する記録

は、今後刊行する予定である。 

また、世界道徳教育学会（Association of 

Moral Education）で研究上の交流すること

で、我が国の道徳授業の内容と方法を説明す

ると共に、各国の道徳授業の長所を取り入れ

るべく努めた。 

以上の研究は今後の基盤研究Ｃでも継続

的に検討していく予定である。 
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